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本資料における以下の用語、マークはHL7 Internationalの商標です。
HL7 → HL7®, CDA → CDA®,  FHIR → FHIR®



アナログ情報⇒デジタル情報へ
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デジタル化の効果

１．情報を瞬時にどこでも誰とでも共有できる。
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２．情報を集めて二次利用ができる。

３．有限の経営資源（ヒト・モノ・カネ）で 生産性、品質を上げる。



医療情報システムはデータ連携がとにかく多い！

4https://www.med.shimane-u.ac.jp/hospital/domi/Hpsystemtop.htm （島根大学病院 医療情報部）



とにかくデータ連携が多い！⇒「つなぐ」コストも膨大！

5https://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/10/s1024-8c.html（厚労省）



データ連携に必要なもの
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Interoperability
相互運用性



日本の医療での相互運用性整備はどうか？

➢通信やフォーマットの基礎レベル ⇒ ここは大丈夫そう

⚫世界共通の標準規格を活用 ＝ そうしないとネットが使えないから

⚫TCP/IP、SOAP、REST、XML、HTML、JSON、OAuth…

➢プロトコルレベル ← 非画像情報の連携に課題

⚫国内企業独自方式の採用を優先 ⇒ ある一定範囲以上の共有が困難に

⚫画像はDICOMで共有できそう。でも非画像情報は…、ベンダ独自方式ばかり。

➢用語レベル ← これから先に確実に問題に！

⚫自院に便利なローカルコード ⇒ 外部連携時の戦略が必要

⚫国内（MEDIS‐DC等）で整備しているコード ⇒ 普及率が…

⚫国際コード（ICD、LOINC、SNOMED-CT等）⇒ 国内との兼ね合いが課題
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医療の代表的な国際標準：HL7、IHE、DICOM 

8

テキスト、非画像情報の
フォーマット規格

画像情報＋付帯情報の
通信規格

規格類を医療現場で
使うためのガイド

＋

用語セット
（連携データの個々の「用
語」 Terminologyを標準化
して同じ意味として扱う） 



IHE とは

9
https://www.ihe.net/

IHEは、医療における情報共有をコンピュータシス
テムを用いて改善する目的とした、医療者と産業
による戦略的活動である。IHEは、最適な患者ケ
アを支える上での、医療特有のニーズに迫り、
DICOMやHL7といった既存の標準規格を用いた
ワークデザインを提供している。IHEによる、より相
互運用性の高い手順によって開発されたシステム
は、導入を容易にし、医療を提供する人たちに、
より効果的な情報活用を可能にする。
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IHE サイクル：普及推進の為の自己回帰型活動

IHE International

プロフィル、テクニカルフレーム
ワークをまとめ、公開する。

IHE-Japan 等 地域のIHE組織

プロファイルを国別拡張し、企業
に実装を促し、コネクタソンを開
催する。

様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）

IHE テクニカルフレーム
ワーク(技術定義書）による

問題解決コネクタソンでの
接続テスト

ベンダによる
製品への実装

学会などでIHEに
よる問題解決があ

ることを広報

医療機関はIHEを
要求仕様に含める

サイクル



コネクタソン結果表（プロファイル実装した会社リスト）

https://www.ihe-j.org/



【医療機関の皆様】
既存の情報システムを拡張する際は、
新たに情報システムを構築する際は、

是非ともコネクタソンシールがついた製品を選びましょう！

【医療システムベンダの皆様】
外部システムとの標準連携インターフェイスは、ベースをIHEで開発し、

是非ともコネクタソンシールがついた製品にしましょう！

その上で、拡張が容易にできる仕組みを提供しましょう！

日本は法律で強制しなくても、しっかりやれる国のはずです！

コネクタソンシールを採用して日本の医療ITを変えよう！
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コネクタソンの軌跡 はじまりは 1998 RSNA

➢ 1998年、13の「幸運な」企業が参加して始まった。

➢ HIMSS と RSNA により開催された。

➢ 場所は RSNA（シカゴ）の地下駐車場。

➢ 真冬の開催で、RSNA中のヒーターを集めたとのこと。
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https://www.ihe.net/news/ihe-20-year-volunteer-perspective-niki-wirsz/



IHE コネクタソン：ベンダに接続検証の場を提供
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IHE EU Connectathon 2023 Rennes France  Sep.25-29 2023



Under COVID

日本コネクタソンの軌跡（参加ベンダー数）
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2024 年度診療報酬改定 （医療DX関連）
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001252076.pdf  (P37)

求められる ワード

HL7 FHIR



コネクタソン会場

FHIRプロファイル PDQｍ の検証をスタート （2021～）

➢ 参加ベンダーが全社会場にいたため、会場にてFHIRサーバを５台立ち上げた。

① OpenFRUCtoSサーバ（IHE-J） ②③④⑤ 検証参加ベンダのFHIRサーバ（4台）

➢ PDC（6社）は 5台のサーバにそれぞれアクセスして、接続検証を行った。

➢ トランザクションモニターは介さず、直接サーバにアクセスし、ログやJSONファイル、画面

キャプチャ等の結果情報を Gazelleにアップして審査員が審査。
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クライアント
（PDC）

Gazelle

① OFRUCS サーバ（IHE-J）

② A社 FHIR サーバ

トランザクション
モニター

PDS

接続試験 結果情報アップ
→ 審査

トランザクションモニタは使わず

③ B社 FHIR サーバ
④ C社 FHIR サーバ
⑤ C社 FHIR サーバ



さらに MHD、IUA の検証をスタート （2024～）
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MHD IUA テストベンダへの事前説明, MON October 21, 2024 
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ご清聴ありがとうございました。

ぜひ、検証してみたいプロファイルがあれば、お知らせください。
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